
春
の
新
歓
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
4

月
11
日
現
在
、
全
国
で
2
3
0
0

人
を
超
え
る
新
入
職
員
が
医
労
連

の
仲
間
入
り
を
し
た
報
告
が
届
い

て
い
ま
す
。

新
歓
説
明
会
で
加
入
に
至
ら
な

か
っ
た
新
入
職
員
も
、
働
く
中
で

不
安
や
疑
問
が
出
て
く
る
頃
で

す
。
職
場
や
年
齢
の
近
い
先
輩
か

ら
の
「
何
か
困
っ
た
こ
と
あ
る
？

な
ん
で
も
聞
く
よ
」
の
声
掛
け
を

待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

再
度
の
声
掛
け
で
、
全
て
の
新
入

職
員
を
医
労
連
の
仲
間
に
迎
え
入

れ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
新
人
の
入
職
が
な
く
て

も
、
す
べ
て
の
単
組
・
支
部
で
非

正
規
職
員
も
含
め
、
未
加
入
者
へ

の
呼
び
か
け
に
も
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。

原
則
的
な
取
り
組
み
を

新
歓
で
は
「
仲
間
を
ふ
や
す
に

は
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
を
参
考
に
、
原
則

的
な
取
り
組
み
が
組
合
加
入
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。ろ
う
き
ん
や
、

都
道
府
県
医
労
連
に
も
協
力
要
請

し
、
充
分
な
体
制
を
確
保
し
ま
し

ょ
う
。

楽
し
い
雰
囲
気
と
笑
顔
で
、「
加

入
書
を
書
き
な
が
ら
聞
い
て
く
だ

さ
い
」「
労
働
組
合
は
社
会
人
の
必

須
ア
イ
テ
ム
」
「
今
日
か
ら
あ
な

た
を
守
る
よ
」
「
一
緒
に
い
い
職

場
を
つ
く
ろ
う
」
な
ど
優
し
く
声

を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

新新
歓歓
成成
功功
のの
体体
験験
談談
＆＆
ヒヒ
ケケ
ツツ

新
人
1
0
0
％
加
入
達
成

山
形
・
米
沢
市
病
労
組
で
は
、

横
断
幕
と
、
「
組
合
が
あ
な
た
を

守
り
ま
す
」
の
声
掛
け
で
8
年
ぶ

り
の
17
人
全
員
加
入
が
実
現
し
ま

し
た
。

愛
知
・
名
南
会
労
組
は
、
15
分

の
短
時
間
で
「
書
き
な
が
ら
聞
い

て
く
だ
さ
い
」
「
共
済
2
カ
月
無

料
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
の
ア
ピ
ー
ル
で

新
人
31
人
全
員
加
入
で
す
。
12
年

連
続
の
快
挙
達
成
で
す
。
ま
た
、

北
生
協
で
も
8
人
全
員
加
入
し
ま

し
た
。

熊
本
民
医
労
は
寸
劇
あ
り
の
楽

し
い
組
合
説
明
会
で
16
人
全
員
加

入
し
ま
し
た
。
（
写
真
左
上
）

全
医
労
の
中
国
地
方
協
の
支
部

は
、
青
年
部
活
動
の
紹
介
な
ど
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
全
員
加

入
達
成
。
（
写
真
左
）

説
明
会
の
参
加
者
全
員
加
入

愛
知
・
豊
橋
市
職
労
病
院
支
部

で
は
、
支
部
長
が
短
時
間
で
コ
ロ

ナ
禍
で
の
組
合
の
大
切
さ
を
語
り

説
明
会
参
加
の
83
人
全
員
が
そ
の

場
で
加
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
豊

川
市
職
労
で
も
参
加
の
70
人
全
員

が
加
入
し
て
い
ま
す
。

全
医
労
は
綿
密
な
準
備
、
支
部

が
中
心
と
な
り
、
職
場
の
先
輩
、

支
援
組
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、

北
海
道
、
近
畿
、
愛
知
、
九
州
地

方
協
の
支
部
で
参
加
者
全
員
加
入

を
続
々
と
達
成
し
て
い
ま
す
。

過
去
最
高
の
加
入
数
を
達
成

全
労
災
・
岡
山
支
部
は
、
全
労

災
本
部
と
県
医
労
連
で
意
思
統

一
。
し
っ
か
り
説
明
と
決
め
手
の

共
済
ア
ン
ケ
ー
ト
で
25
人
加
入

し
、
組
織
6
倍
化
を
実
現
し
ま
し

た
。
横
浜
支
部
で
も
1
週
間
連
続

の
取
り
組
み
で
過
去
最
高
の
加
入

者
数
を
更
新
中
で
す
。

愛
知
・
み
な
と
医
療
生
協
労
組

で
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
会

場
で
の
「
組
合
説
明
Ｎ
Ｇ
」
も
な

ん
の
そ
の
、
会
場
出
口
の
「
立
ち

話
5
分
説
明
会
」
で
過
去
最
高
の

32
人
が
加
入
し
ま
し
た
。

徳
島
・
鳴
門
病
院
労
組
で
は
、

先
輩
か
ら
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
新
入
職
員
と
の
対
話
で
、
こ
の

20
年
余
り
で
最
多
の
18
人
の
新
し

い
仲
間
を
迎
え
ま
し
た
。

10
年
ぶ
り
の
複
数
加
入

宮
城
・
東
北
大
職
組
病
院
支
部

で
は
、
1
回
目
の
説
明
会
で
加
入

し
た
新
人
さ
ん
が
、
2
回
目
の
説

明
会
に
3
人
の
同
期
を
誘
っ
て
参

加
さ
れ
、
更
な
る
加
入
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
複
数
の
新
人
看
護
師

の
加
入
は
実
に
10
年
ぶ
り
で
す
。

同
期
に
組
合
の
輪
が
広
が
り
ま
し

た
。第

2
弾
第
3
弾
の
企
画
で

し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

一
度
の
説
明
会
で
終
わ
ら
せ

ず
、
次
の
企
画
で
も
う
ワ
ン
プ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

・
歓
迎
会
で
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

・
共
済
ク
オ
カ
ー
ド
を
渡
し
な
が

ら
の
対
話
で
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

・
共
済
の
説
明
会
で
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

・
給
与
表
の
見
方
で
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

・
職
場
の
先
輩
か
ら
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

・
何
で
も
相
談
会
で
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

等
々
、
第
2
弾
、
第
3
弾
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
企
画
で
、
迷
っ
て
い

る
新
人
さ
ん
の
背
中
を
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

し
ま
し
ょ
う
。
愛
知
は
「
コ
ー
ヒ

ー
ブ
レ
イ
ク
」
、
全
医
労
は
「
共

済
説
明
会
」
な
ど
早
い
段
階
で
企

画
し
て
い
ま
す
。

組
合
活
動
を
可
視
化
さ
せ
、
加

入
し
た
新
入
職
員
の
組
合
定
着
に

も
つ
な
げ
、
医
労
連
の
仲
間
の
輪

を
大
き
く
広
げ
ま
し
ょ
う
。

新
人
の
と
き
、
職
場
の
配
属
は
私
1
人
で
相

談
相
手
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
組
合
加

入
で
同
期
の
友
達
も
で
き
、
信
頼
し
て
相
談
で

き
る
先
輩
も
で
き
ま
し
た
。
今
度
は
私
が
後
輩

の
相
談
役
に
な
る
番
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

熊本民医労は新人研修の昼休みに組合説明会を
実施しました。野球界やＮＢＡからの歓迎挨拶
とクイズの出題。ガチャピンとムックで有給休
暇取得の権利や申請方法を寸劇で説明。締めは
「有給！（ＵＱ）」で全員加入達成！

全医労中国地方協の支部では説明会参加者30人
に対し職場の先輩38人で全員加入！ 国

共
病
組
東
海
支
部
は
若
い
力
で

10
人
加
入
！
嬉
し
さ
1
0
0
倍

全
労
災
・
岡
山
支
部
は「
自

分
も
仲
間
も
守
る
た
め
に

は
組
合
＆
共
済
」
と
説
明

し
組
織
6
倍
化
に

・新歓グッズ
（ボールペン・クリアファイル）⇒残りわずか
・［共済］みんなの助けあいアンケート（共済HP）
・各種チラシ「就職おめでとう」「ろうきん」
・「事例リーフ」（共済HP）
・新歓説明会パワポ（医労連HP）
・共済説明動画（共済HP）

※ホームページからダウンロー
ドできます。

4
月
10
日
投
開

票
で
京
都
府
知
事

選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
コ
ラ

ム
が
出
る
頃
に

は
、
結
果
が
わ
か

っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。結
果
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、

全
国
の
仲
間
か
ら
の
物
資
両
面
で

の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
▼
知
事
選
挙
で
は
、
京
都
総

評
の
有
志
を
中
心
に
ツ
イ
ッ
タ
ー

デ
モ
な
ど
、
新
た
な
挑
戦
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
発
展
途

上
で
す
が
、
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
が

き
っ
か
け
で
梶
川
支
持
に
つ
な
が

っ
た
」
な
ど
一
部
で
は
あ
り
ま
す

が
、
投
票
行
動
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
も
事
実
で
す
。
今
後
、
組

合
活
動
に
も
活
用
で
き
れ
ば
と
考

え
ま
す
▼
し
か
し
、
な
ん
と
言
っ

て
も
、
組
合
員
へ
の
直
接
の
働
き

か
け
が
一
番
で
す
。
加
盟
組
織
へ

の
訪
問
、
病
院
門
前
の
朝
ビ
ラ
な

ど
、
対
話
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

組
合
員
へ
の
投
票
を
促
し
ま
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
加
盟
組
織

と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
き
た

日
常
活
動
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
▼

職
場
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
議
論
す
る
場

が
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
相

談
に
来
た
組
合
員
は
、
堰
を
切
っ

た
よ
う
に
話
が
止
ま
ら
な
い
」「
コ

ロ
ナ
禍
で
労
働
者
が
孤
独
に
な

り
、
職
場
を
離
れ
る
仲
間
が
後
を

た
た
な
い
」
と
職
場
の
役
員
か
ら

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
労
働
者
が
分
断
さ
れ
、
労

働
組
合
へ
の
本
質
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
愚
痴
や
悩
み
を
言
い
合
え

る
場
所
を
提
供
す
る
の
も
労
働
組

合
の
役
割
で
す
。
新
し
い
仲
間
の

入
っ
て
く
る
新
歓
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
い
ま
こ
そ
、
労
働
組
合
の

出
番
で
す
。

歓
迎
企
画
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾
３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾
を

新歓アイテムをフル活用しよう

まだまだ
間に合う

まだまだ
間に合う

新歓でなかまが新歓でなかまが新歓でなかまが
先輩からの
バ ト ン
先輩からの
バ ト ン
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期
間2

月
1
日
〜
28
日

消
費
支
出

平
均
8
万
7
7
5
5
円

残
高
（
▲
は
マ
イ
ナ
ス
）

平
均
▲
9
9
6
3
円

最
低
賃
金
生
活
体
験
は
、
29
都

道
府
県
83
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

最
終
的
に
24
都
道
府
県
69
人
が
28

日
間
の
体
験
を
終
え
ま
し
た
。
体

験
を
終
了
し
た
69
人
の
年
齢
と
世

帯
構
成
は
、
年
代
は
「
30
代
」
4

割
、
「
20
代
」
約
2
割
、
世
帯
構

成
は
「
単
身
」
約
4
割
、
「
2
人

暮
ら
し
」
約
1
割
で
し
た
。

本
体
験
で
は
、
最
賃
月
額
を
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
別
最
低
賃
金
×
1

7
3
・
8
時
間
と
設
定
し
、
税
・

社
会
保
険
料
を
差
し
引
い
た
手
取

り
額
か
ら
、
地
域
別
に
算
定
し
た

家
賃
・
水
道
光
熱
費
を
除
い
た
金

額
を
算
出
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、

算
出
さ
れ
た
金
額
の
も
と
、
日
々

の
支
出
を
区
分
ご
と
に
記
録
し
な

が
ら
生
活
を
行
い
ま
し
た
。

69
人
の
平
均
消
費
支
出
は
、
9

万
3
9
7
2
円
。
中
位
値
で
み
る

と
8
万
7
7
5
5
円
で
し
た
。
引

っ
越
し
や
航
空
機
を
利
用
し
て
の

移
動
が
あ
っ
た
参
加
者
は
支
出
が

多
く
、
28
日
間
の
体
験
で
、
最
賃

月
額
を
上
回
る
参
加
者
は
45
人
。

平
均
▲
4
万
9
1
3
4
円
で
、
中

位
値
で
み
る
と
▲
9
9
6
3
円
で

し
た
。

突
発
的
な
支
出
に
対
応
で
き
な
い

交
通
手
段
で
６
千
円
の
差
も

費
目
別
の
消
費
支
出
の
中
位
値

は
、「
食
費
」3
万
3
6
1
2
円
、

1
日
あ
た
り
1
2
0
0
円
。
「
医

療
・
衛
生
費
」
4
2
0
0
円
、
軽

微
な
医
薬
品
の
購
入
代
も
あ
れ
ば

受
診
・
歯
科
診
療
費
な
ど
も
あ
り
、

最
大
4
万
〜
最
小
2
0
0
円
ま
で

幅
が
あ
り
ま
し
た
。
体
験
者
か
ら

も
突
発
的
な
受
診
は
生
活
に
大
き

く
響
く
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
「
交
通
費
」
3
4
2
0
円
、

「
自
動
車
関
連
費
」9
6
7
4
円
、

そ
の
差
は
約
6
0
0
0
円
で
し

た
。
家
賃
相
場
が
低
い
地
方
都
市

で
は
、公
共
交
通
機
関
が
限
ら
れ
、

車
の
所
有
が
必
要
で
す
。
自
動
車

の
購
入
や
自
動
車
税
な
ど
の
維
持

費
も
踏
ま
え
る
と
、
毎
月
の
支
出

は
全
国
ど
こ
で
も
同
じ
で
あ
る
と

の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

最
賃
の
地
域
間
格
差
と

消
費
支
出
は
連
動
し
な
い

最
賃
別
の
消
費
支
出
は
、
地
域

ご
と
に
参
加
者
数
が
異
な
る
た

め
、
5
人
以
上
の
地
域
（
北
海
道

9
人
、
長
野
6
人
、
東
京
8
人
、

京
都
5
人
）
を
比
較
し
ま
し
た
。

最
賃
が
1
番
高
い
東
京
（
1
0
4

1
円
）
は
、
6
万
6
5
7
3
円
、

北
海
道
（
8
8
9
円
）
7
万
7
7

0
円
、
長
野
（
8
7
7
円
）
8
万

8
1
3
9
円
、
京
都（
9
3
7
円
）

9
万
2
7
5
2
円
で
し
た
。
消
費

支
出
は
、
最
低
賃
金
の
地
域
間
格

差
に
連
動
す
る
よ
う
な
結
果
に
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
国
一
律
最
低
賃
金

１
５
０
０
円
の
実
現
を

私
た
ち
日
本
医
労
連
の
要
求
で

あ
る
全
国
一
律
1
5
0
0
円
の
最

低
賃
金
制
度
が
実
現
し
た
場
合
、

本
体
験
で
は
、
水
道
光
熱
費
・
税

社
会
保
険
料
等
を
除
い
て
も
日
々

13
万
円
以
上
で
の
生
活
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
地
域
別
最
賃
で
生
活

し
た
69
人
の
う
ち
、
45
人
が
収
入

か
ら
支
出
が
上
回
っ
た
こ
と
に
対

し
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
1
5
0

0
円
が
実
現
す
れ
ば
、
大
多
数
の

60
人
の
生
活
は
保
障
さ
れ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
均
5
万

6
0
0
0
円
を
貯
蓄
に
回
せ
る
よ

う
に
な
り
、
突
発
的
な
出
費
な
ど

に
も
対
応
で
き
る
余
力
も
生
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ

は
、
生
活
水
準
の
底
上
げ
に
繋
が

る
も
の
で
す
。
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
も
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上

げ
が
必
要
で
す
。

各
地
で
、
「
2
0
2
1
年
度
夜

勤
実
態
調
査
結
果
」
及
び
、
「
看

護
職
員
需
給
推
計
の
見
直
し
を
求

め
る
」
記
者
会
見
と
県
要
請
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
は
2
月
4
日
、
医
療
介

護
体
制
の
確
保
と
そ
の
た
め
の
労

働
条
件
改
善
等
を
求
め
る
要
請
書

を
道
に
提
出
し
、
記
者
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
記
者
発
表
で
は
、「
夜

勤
実
態
調
査
」
の
北
海
道
分
の
集

計
結
果
と
「
日
本
医
労
連

め
ざ

す
べ
き
看
護
体
制
の
提
言
」
に
基

づ
く
北
海
道
で
の
必
要
看
護
職
員

数
を
発
表
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｈ
Ｔ
Ｂ
・

北
海
道
新
聞
・
毎
日
新
聞
な
ど
6

社
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
は
3
月
29
日
に
、
「
夜
勤

実
態
調
査
」
の
記
者
発

表
を
実
施
。
全
国
の
結

果
と
東
京
分
の
集
計
結

果
を
発
表
し
、
参
加
者

か
ら
医
療
現
場
の
実
態

を
訴
え
ま
し
た
。ま
た
、

「
め
ざ
す
べ
き
看
護
体

制
の
提
言
」
に
基
づ
く

東
京
で
の
必
要
看
護
職

員
数
を
発
表
。
毎
日
新

聞
・
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
な

ど
3
社
が
参
加
し
ま
し

た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が

2
年
以
上
続
く
現
在
も
収
束
が

見
通
せ
ず
、
医
療
現
場
の
ひ
っ

迫
し
た
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
医
療
・
介
護
現
場
で
は
、

慢
性
的
な
人
員
不
足
の
中
、
新

た
な
感
染
症
対
策
と
い
う
困
難

な
問
題
に
も
直
面
し
、
医
師
・

看
護
師
・
介
護
職
員
な
ど
の
大

幅
増
員
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
改
め
て
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
2
2

年
「
看
護
の
日
・
看
護
週
間
行

動
」
を
全
県
で
取
り
組
み
、
看

護
師
の
人
手
不
足
の
実
態
と
勤

務
環
境
改
善
の
必
要
性
を
お
お

い
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

期

間
5
月
12
日
の
看
護
の
日
を
中

心
と
し
た
看
護
週
間
（
5
月
8

日
〜
14
日
）

全
国
で
大
き
な

ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
を

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
看

護
の
日
・
看
護
週
間
行
動
」
と

な
り
ま
す
。
国
民
の
関
心
が
医

療
・
介
護
現
場
や
看
護
師
に
向

い
て
い
る
今
こ
そ
、
現
場
実
態

を
訴
え
、
世
論
化
し
、
運
動
を

大
き
く
前
進
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
各
県
の
計
画
で
は
、
署

名
宣
伝
行
動
や
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
行
動
、オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
、

県
要
請
、
記
者
会
見
な
ど
の
報

告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

行
動
の
集
約

行
動
の
様
子（
写
真
・
文
章
）

は
、
全
国
組
合
・
県
医
労
連
を

通
じ
て
本
部
に
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
「
医
労
連
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー

ス
」
や
機
関
紙
「
医
療
労
働
者
」

で
ご
紹
介
し
ま
す
。
集
約
し
た

新
「
い
の
ち
署
名
」
は
5
月
26

日
の
中
央
行
動
で
提
出
し
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
本
部
に
郵
送

を
お
願
い
し
ま
す
。

交交際際費費

31人

8，080

32，000

4，055

440

教教 育育
育育児児費費

16人

7，413

24，000

5，000

60

医医 療療
衛衛生生費費

54人

6，868

42，251

4，200

200

被被 服服
身身のの回回りり品品

28人

9，207

104，230

3，350

660

家家 具具
什什器器費費

36人

9，115

65，000

2，680

95

食食費費関関係係

69人

32，662

80，353

33，612

11，700

残残高高

69人

▲49，134

52，710

▲9，963

▲218，936

消消費費支支出出

69人

93，972

294，902

87，755

24，220

回答数

平均

最大値

中位値

最小値

雑雑費費

42人

27，375

250，756

5，994

114

組組 合合
共共済済費費

30人

6，196

18，200

5，158

500

職職業業費費

7人

953

3，500

500

20

教教 養養
娯娯楽楽費費

43人

7，883

50，212

5，160

400

自自動動車車
関関係係費費

39人

13，590

63，470

9，674

645

交交通通費費

25人

8，870

122，234

3，420

300

通通信信費費

41人

11，683

36，057

9，565

500

回答数

平均

最大値

中位値

最小値

「２０２１年度夜勤実態調査結果」と
「看護職員需給推計の見直しを求める」
記者発表・県要請をすべての県で

「２０２１年度夜勤実態調査結果」と
「看護職員需給推計の見直しを求める」
記者発表・県要請をすべての県で

最
低
賃
金「
地
域
間
格
差
お
か
し
い
」

生
活
す
る
に
は
全
国
一
律

円
必
要

青年協青年協

１５００

日
本
医
労
連
青
年
協
議
会
は
４
月
３
日
、
最
低
賃
金
月
額

で
１
カ
月
間
生
活
を
す
る
「
最
低
賃
金
生
活
体
験
」
に
つ
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
報
告
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
集
会
に
は
、

３
全
国
組
合
１５
県
医
労
連
３０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

北海道医労連の記者発表の様子

東京医労連の記者発表の様子

5
月
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ

全
国
で
声
あ
げ
よ
う

費目別消費支出［円］
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ロ
シ
ア
が
国
連
憲
章
に
違
反
し

て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
略
を
開

始
し
て
か
ら
、
1
カ
月
以
上
が
た

ち
ま
し
た
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は

核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
を
お
こ
な

い
、
核
戦
力
を
特
別
態
勢
に
移
行

さ
せ
ま
し
た
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領

が
命
令
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も
核

兵
器
が
使
わ
れ
ま
す
。
核
兵
器
使

用
の
結
末
は
、
大
量
破
壊
と
非
人

道
的
な
破
滅
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
77
年
前
の
広
島
と
長
崎
へ

の
原
爆
投
下
の
事
実
が
示
し
て
い

ま
す
。
核
兵
器
を
持
っ
て
い
れ
ば

核
抑
止
に
な
っ
て
戦
争
を
止
め
ら

れ
る
と
い
う
「
核
抑
止
論
」
が
ど

ん
な
に
無
力
で
あ
り
、
ど
ん
な
に

危
険
な
こ
と
か
は
は
っ
き
り
し
て

い
ま
す
。

今
年
1
月
22
日
、
核
兵
器
禁
止

条
約
の
発
行
か
ら
1
年
を
迎
え
ま

し
た
。
核
兵
器
の
使
用
も
核
兵
器

で
脅
す
こ
と
も
実
験
も
、
す
べ
て

禁
止
し
た
国
際
法
に
、
86
カ
国
が

署
名
し
、
60
カ
国
が
批
准
し
て
い

ま
す
。

日
本
で
は
「
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
調
印
（
署
名
）
・
批
准
・
参

加
を
日
本
政
府
に
求
め
る
意
見

書
」
が
、
全
国
6
3
2
自
治
体
で

採
択
（
2
0
2
2
年
3
月
28
日
現

在
）
さ
れ
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め

る
行
動
が
確
実
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
日
本
政
府
に
被
爆
国
と
し
て

の
役
割
を
果
た
さ
せ
る
こ
と
、
禁

止
条
約
に
署
名
・
批
准
す
る
政
治

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
平
和
行

進
が
築
い
て
き
た
自
治
体
と
市
民

と
の
共
同
を
広
げ
、
核
保
有
国
の

反
核
平
和
団
体
と
連
帯
し
、
日
本

か
ら
世
界
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

65
回
目
と
な
る
今
年
の
国
民
平

和
大
行
進
は
、
昨
年
の
成
果
と
教

訓
を
発
展
さ
せ
、
核
兵
器
廃
絶
の

先
頭
に
立
つ
日
本
へ
と
政
治
を
変

え
る
た
め
に
も
、
「
歩
く
」
こ
と

を
基
本
に
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

自
治
体
要
請
、宣
伝
カ
ー
の
運
行
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報

配
信
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
願
い
を

託
す
行
進
ペ
ナ
ン
ト
の
普
及
な
ど

を
重
視
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
で

き
る
こ
と
や
若
い
世
代
が
参
加
し

や
す
い
取
り
組
み
も
含
め
て
、
さ

ら
に
知
恵
と
工
夫
を
出
し
あ
い
運

動
を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

2
0
2
0
年
か
ら
医
労
連
「
産

別
リ
レ
ー
旗
」
は
「
こ
な
つ
ピ
ー

ス
フ
ラ
ッ
グ
」
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
さ
せ
て
、
平
和
行
進
コ
ー
ス

を
つ
な
い
で
い
ま
す
。
今
年
も
感

染
対
策
に
留
意
し
な
が
ら
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

【日程・コース】
被爆地広島、長崎をめざす行動として5月6日東京・夢の島

のスタートを皮切りに、全国11幹線コース〔北海道→東京（4
コース）、東京→広島、富山→広島、和歌山→広島、四国→広
島、長崎→広島、宮崎→広島、沖縄→広島〕で実施します。

医
労
連
の
１
０
０
０
あ
る
単
組
・
支
部
で
運
動
に
、
組
織
拡

大
に
奮
闘
す
る
「
ふ
や
す
人
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、

愛
知
・
北
医
療
生
協
労
組
の
鈴
木
正
さ
ん
で
す
。

北
医
療
生
協
労
組
で
書
記
次
長

を
し
て
い
る
鈴
木
正
で
す
。現
在
、

老
健
で
介
護
職
を
し
て
い
ま
す
。

老
健
全
体
で
は
ま
だ
ま
だ
組
織

率
が
低
く
、
リ
ハ
ビ
リ
や
助
手
さ

ん
な
ど
は
ま
だ
入
っ
て
い
な
い
人

が
多
い
の
で
、
す
れ
違
う
時
や
、

職
場
に
行
く
た
び
に
声
を
か
け
て

い
ま
す
。
自
分
が
労
働
組
合
の
役

員
だ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

1
人
で
は
で
き
な
い
の
で
、
労

働
組
合
の
力
で
待
遇
を
良
く
し
た

い
。
自
分
の
職
場
か
ら
変
え
て
い

き
た
い
。
派
遣
さ
ん
に
も
個
人
加

盟
で
き
る
の
で
と
話
し
て
い
ま

す
。
処
遇
を
良
く
し
て
、
働
き
や

す
い
職
場
に
し
、
定
着
率
を
良
く

し
た
い
で
す
。

前
の
職
場
で
は
労
働
組
合
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
働
く
場
所
じ

ゃ
な
い
、
軍
隊
の
よ
う
な
と
こ
ろ

で
し
た
。
自
分
も
う
つ
状
態
に
な

っ
た
。そ
の
よ
う
な
経
験
を
し
て
、

労
働
組
合
は
必
要
だ
と
思
う
し
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
組
合
に
守

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
も
ら
い
、

安
心
し
て
働
い
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

第
49
回
医
療
研
究
全
国
集
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン

集
会
と
な
り
ま
す
。
4
月
1
日
よ

り
、
参
加
申
込
と
2
日
目
の
分
科

会
討
論
の
柱
と
な
る
レ
ポ
ー
ト
募

集
を
開
始
し
ま
し
た
。
参
加
申
込

と
レ
ポ
ー
ト
提
出
の
締
め
切
り
は

6
月
12
日
で
す
。

各
分
科
会
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
議
に

よ
る
参
加
申
込
に
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
早
め
の
お
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
全
体
集
会

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
と
分
科
会
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

別
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
申
し
込

み
を
し
て

く
だ
さ

い
。日時

◆
1
日
目
（
全
体
集
会
）

6
月
25
日

午
後
1
時
〜
午
後
4
時
30
分

◆
2
日
目
（
分
科
会
）

6
月
26
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
分
科
会
の
申
し
込
み
は
、
1
分

科
会
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
全
体
集
会
お
よ
び
分
科
会

参
加
の
た
め
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、参

加
申
込
を
さ
れ
た
方
に
6
月
22

日
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま

す（
詳
細
は
発
第
2
0
6
号
を

ご
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）。

3
〜
5
月
は「
母
性
保
護
月
間
」

で
す
。
日
本
医
労
連
女
性
協
議
会

で
は
、3
休（
年
休
・
生
休
・
連
休
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す（
発
第
1
8
0
号
参
照
）。

母
性
保
護
は
働
き
続
け
る
上
で

も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
医
療
や
介
護
・
福
祉
現
場
で

は
た
ら
く
女
性
労
働
者
の
現
状
を

つ
か
み
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
政

府
に
も
働
き
か
け
な
が
ら
、
母
性

保
護
拡
充
の
運
動
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。

回
収
締
め
切
り
は
2
0
2
2
年

6
月
20
日
で
す
。
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
も
入
力
で
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

核兵器のない平和な世界へ核兵器のない平和な世界へ

こなつピースフラッグ（５０ｃｍ×７０ｃｍ）

国民平和大行進

▲オンライン集会チラシ

オンライン
集会

オンライン
集会

横に伸縮俸を入れられる袋があります。
横断幕のように手で持ったり、安全ピン
をつけてリュックにつけるなど、ご活用
ください。

医療研究全国集会
参加申込・レポート募集開始

２０２２年原水爆禁止

Webページからも
申し込みできます

①コロナ禍の実態をふまえ地域医療を考える
～どこでも、どんな時でも、いのち・暮らし・
人権が守られる医療・社会保障を～（50人）

②コロナ禍の経験からあらためて看護を考え
る～ＷＩＴＨコロナからＰＯＳＴコロナへ
守りたい看護とは～（100人）

③切れ目ない当事者主体の精神保健医療福祉
を求めて（50人）

④患者のための臨床検査（25人）
⑤病院・介護・福祉施設における給食の現状
と職場環境改善（80人）

⑥職場の安全衛生と環境改善（30人）
⑦施設介護・在宅介護（100人）
⑧薬と社会（50人）
⑨わたしたちが大切にしたい保育～院内保育
所のあり方～（25人）

分科会 ※（ ）内は申し込み制限数

第49回

医
労
連
の「
仲
間
ふ
や
し
」を
広
げ
よ
う

医
労
連
の「
仲
間
ふ
や
し
」を
広
げ
よ
う

３
休
ア
ン
ケ
ー
ト

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

女
性
協

女
性
協
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請求していない
78.6

請求していない
78.6

全額請求
している
13.2

一部請求
している
3.8

無回答4.4

○
実
施
期
間

2
0
2
1
年
9
月
か
ら

2
0
2
2
年
1
月
末
ま
で

○
調
査
対
象

加
盟
組
織
の
組
合
員

職
場
の
労
働
者

○
集
約
数

87
単
組
支
部

1
万
4
7
7
3
人

「
不
払
い
労
働
一
掃
・
退
勤
時

間
調
査
」
は
、
総
対
話
型
の
組
織

拡
大
行
動
と
し
て
位
置
づ
け
、
組

合
加
入
に
結
び
つ
け
る
行
動
と
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

調
査
時
間
は
、
日
勤
終
了
時
間
か

ら
2
〜
3
時
間
程
度
と
し
、
聞
き

取
り
調
査
は
日
勤
勤
務
が
ほ
と
ん

ど
を
し
め
て
い
ま
す
。

調
査
日
、
時
間
外
労
働

約
８
割

調
査
を
行
っ
た
日
に
時
間
外
労

働
を
し
た
人
は
79
・
8
％
、
1
万

1
7
9
8
人
で
し
た
。
そ
の
う
ち

6
2
5
6
人
が
就
業
時
間
前
か
ら

仕
事
を
し
、
就
業
時
間
後
も
仕
事

が
終
わ
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
し

た
。
所
定
労
働
時
間
で
は
1
日
の

仕
事
が
終
わ
ら
ず
、
増
員
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
決
定
的
で
す
。

就
業
時
間
前
の
時
間
外
労
働

６
割
超

就
業
時
間
前
の
時
間
外
労
働
を

し
て
い
た
人
は
64
・
3
％
で
し
た
。

職
業
別
に
み
る
と
、
「
看
護
師
」

76
・
3
％
、
「
リ
ハ
ビ
リ
技
師
」

66
・
5
％
、
「
医
師
」
59
・
0
％

が
就
業
時
間
前
に
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
。

就
業
時
間
後
の
時
間
外
労
働

３
時
間
以
上
２
５
５
人

就
業
時
間
後
の
時
間
外
労
働
を

し
て
い
た
人
は
、55
・
0
％
で
し

た
。職
業
別
に
み
る
と
、「
リ
ハ
ビ

リ
技
師
」69
・
4
％
、「
医
師
」65
・
0

％
、「
看
護
師
」61
・
7
％
が
就
業
時

間
後
に
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

残
業
時
間
で
み
る
と
「
60
分
以

上
」22
・
4
％
、「
1
8
0
分
以
上
」

1
・
7
％
で
2
5
5
人
で
し
た
。

休
憩
未
取
得
分
含
む

不
払
い
約
７
万
６
千
円

調
査
結
果
か
ら
1
人
当
た
り
の

時
間
外
労
働
不
払
い
賃
金
の
月
額

を
試
算
す
る
と
、「
就
業
時
間
前
」

2
万
3
1
9
3
円
、
「
就
業
時
間

後
」
3
万
5
9
6
2
円
で
し
た
。

合
わ
せ
た
不
払
い
賃
金
の
月
額
は

5
万
9
1
5
5
円
で
す
。

休
憩
時
間
の
未
取
得
に
よ
る
不

払
い
賃
金
を
加
味
す
る
と
、
1
人

あ
た
り
月
額
7
万
5
9
8
9
円
も

の
不
払
い
額
で
す
。

就
業
時
間
前
の
残
業
代

「
全
額
請
求
」
約
１
割

残
業
代
を
「
全
額
請
求
し
て
い

る
」
人
は
、
「
就
業
時
間
前
」
13

・
2
％
、
「
就
業
時
間
後
」
46
・

5
％
で
し
た
。

残
業
代
を
請
求
し
な
い
理
由
と

し
て
、「
請
求
で
き
な
い
雰
囲
気
が

あ
る
」
23
・
8
％
、「
上
司
に
請
求

す
る
な
と
言
わ
れ
て
い
る
」
2
・

0
％
で
し
た
。「
そ
の
他
」
自
由
記

載
に
は
、「
就
業
時
間
前
の
時
間
外

は
、
準
備
の
た
め
な
の
で
請
求
し

な
い
よ
う
言
わ
れ
た
」「
自
分
の
力

量
に
あ
っ
た
時
間
外
申
請
を
し
な

さ
い
と
言
わ
れ
た
」「
30
分
単
位
で

の
請
求
と
言
わ
れ
た
」
な
ど
、
使

用
者
の
労
働
時
間
管
理
責
任
が
果

た
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
り
ま

し
た
。
一
方
で
、
労
働
者
側
に
も

「
短
時
間
（
5
〜
30
分
）
は
請
求

し
て
い
な
い
」「
自
分
の
勉
強
の
為

（
自
己
研
鑽
）」「（
申
請
が
）面
倒
く

さ
い
」「（
申
請
す
る
の
を
）忘
れ
て

い
た
」
な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
残
業
手
当
は
請
求
す
る
の
が

当
た
り
前
の
職
場
づ
く
り
、
請
求

方
法
の
明
確
化
、
透
明
性
な
ど
の

一
層
の
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

残
業
代
の
不
払
い
は

法
律
違
反

残
業
代
の
不
払
い
が
法
律
違
反

だ
と
「
知
ら
な
い
」
10
・
4
％
で

し
た
。
時
間
外
労
働
の
請
求
が
し

づ
ら
い
実
態
に
加
え
「
請
求
し
て

も
払
わ
れ
な
い
」
と
回
答
し
た
人

が
0
・
7
％
、
1
0
8
人
い
ま
し

た
。
明
ら
か
な
違
法
行
為
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
不
払
い
残
業
根
絶

に
向
け
た
手
だ
て
が
求
め
ら
れ
ま

す
。使

用
者
の
労
働
時
間
管
理
責
任

が
問
わ
れ
る
一
方
で
、
労
働
者
自

身
が
「
時
間
外
ま
で
働
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
自
分
の
能
力
が

低
い
か
ら
」
と
請
求
を
自
粛
す
る

傾
向
や
、
一
割
の
人
が
「
残
業
代

の
不
払
い
が
法
律
違
反
で

あ
る
」
こ
と
を
「
知
ら
な

い
」
と
回
答
し
て
い
る
実

態
を
受
け
と
め
、
改
善
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
間
ら
し
く

働
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
改
善
を

医
療
・
介
護
現
場
で
は
、
長
時

間
労
働
や
残
業
代
の
不
払
い
が
蔓

延
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
働
き
続
け
ら
れ

る
労
働
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
使
用
者
の
労
働
時
間
管
理
の

徹
底
と
行
政
に
よ
る
監
督
監
査
の

強
化
、長
時
間
労
働
や
夜
勤
回
数
、

短
す
ぎ
る
勤
務
間
隔
を
規
制
す
る

法
整
備
を
強
く
求
め
ま
す
。

新
人
み
ん
な
で

組
合
に

新
人
の
み
な
さ
ん
、
入

職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
社
会
人
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
、
た
く
さ
ん
の

期
待
だ
け
で
な
く
、
不
安

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
皆
さ
ん
を
支
え
る

の
が
労
働
組
合
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
備
え
と
し
て
ワ

ク
チ
ン
を
打
つ
の
と
同
じ

く
ら
い
、
働
く
者
に
は
労

働
組
合
は
不
可
欠
で
す
。

新
人
の
み
な
さ
ん
の
労

働
組
合
加
入
を
心
か
ら
歓

迎
し
ま
す
。

医
労
連
共
済
で

備
え
よ
う

医
労
連
の
労
働
組
合
に

は
、
医
労
連
共
済
と
い
う

助
け
合
い
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。
「
生
命
保
険
」
や

「
医
療
保
険
」
の
勧
誘
を

受
け
て
い
る
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
医
労
連
共

済
の「
セ
ッ
ト
共
済
」「
火

災
共
済
」「
自
動
車
共
済
」

で
暮
ら
し
の
備
え
を
す
れ

ば
、
安
い
掛
金
で
負
担
は

少
な
く
備
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
「
セ
ッ
ト

共
済
」
は
生
命
・
医
療
・

交
通
災
害
の
総
合
保
障

で
、
休
業
保
障
が
あ
る
な

ど
充
実
し
た
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

職
場
の
労
働
組
合
か
ら

共
済
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
取

り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
医

労
連
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
加
入
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
の
四
半
世
紀
に
渡
っ
て

日
本
の
労
働
者
の
賃
金
は
上

が
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
下
が
っ

て
お
り
、
幅
の
違
い
こ
そ
あ

れ
、
賃
金
が
上
が
り
続
け
て

い
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
諸
国
と

比
べ
て
異
常
な
国
と
な
っ
て

い
る
。

10
年
近
く
に
渡
る
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
が
国
民
生
活
に
も
た

ら
せ
た
も
の
は
、
格
差
と
貧

困
の
拡
大
と
物
価
も
賃
金
も

上
が
ら
な
い
国
へ
の
変
質
で

あ
り
、
こ
の
20
年
間
で
日
本

だ
け
が
経
済
成
長
率
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
誤
解

を
恐
れ
ず
端
的
に
言
え
ば
、

ゼ
ロ
金
利
政
策
で
市
場
に
流

れ
た
金
は
投
資
家
に
利
用
さ

れ
て
株
価
は
倍
に
跳
ね
上
が

り
、
円
安
傾
向
に
な
っ
て
利

益
を
得
た
の
は
大
企
業
を
中

心
と
し
た
海
外
進
出
企
業
で

あ
る
。
そ
の
上
、
ご
丁
寧
に

租
税
特
別
措
置
の
拡
充
な
ど

の
大
企
業
減
税
や
、
金
融
所

得
税
制
に
よ
る
高
額
所
得
者

減
税
な
ど
優
遇
税
制
ま
で
導

入
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
主
張
し
て

い
た
「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
」

は
全
く
起
こ
ら
ず
、
富
め
る

者
が
富
み
、
貧
す
る
者
は
さ

ら
に
貧
す
る
国
に
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

物
価
が
上
が
ら
な
い
か
ら

生
活
は
か
ろ
う
じ
て
で
き
て

い
た
が
、
非
消
費
支
出
は
2

人
以
上
勤
労
世
帯
で
は
こ
の

10
年
間
で
20
％
以
上
引
き
上

が
り
、
消
費
税
は
倍
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
。
長
引
く
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
加
え
て
、
つ

い
に
は
21
年
秋
以
降
燃
料
や

小
麦
、
油
な
ど
様
々
な
物
価

に
影
響
す
る
物
の
価
格
が
高

騰
し
、
日
本
は
つ
い
に
「
賃

金
が
上
が
ら
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
物
価
が
上
昇
す
る
」

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
入

っ
た
と
言
っ
て
も
良
い
と
思

う
。
こ
の
ま
ま
で
い
け
ば
国

民
生
活
は
破
綻
の
一
途
を
た

ど
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

な
の
に
22
春
闘
で
、
大
企

業
を
中
心
に
組
織
す
る
労
働

組
合
全
国
組
織
の
連
合
は
い

っ
た
い
ど
の
程
度
の
要
求
を

掲
げ
た
か
と
言
う
と
、
た
っ

た
の
平
均
2
・
97
％
（
8
4

7
8
円
）
の
賃
上
げ
要
求
で

あ
り
、
岸
田
首
相
が
経
団
連

に
要
請
し
た
3
％
の
賃
上
げ

す
ら
も
下
回
る
、
信
じ
ら
れ

な
い
ほ
ど
の
超
低
額
要
求
な

の
で
あ
る
。
要
求
よ
り
も
大

き
な
回
答
が
出
る
は
ず
も
な

く
、
結
果
、
連
合
の
第
1
回

回
答
集
計
結
果
で
は
平
均
2

・
14
％
（
6
5
8
1
円
）
の

賃
上
げ
で
終
わ
っ
て
い
る
。

そ
れ
な
の
に
報
道
関
係
は
、

「
連
合
、
満
額
回
答
相
次
ぐ
」

な
ど
と
報
道
し
て
い
た
が
、

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
捉
え
方
に

な
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
理
解
で

き
な
い
。

平
均
2
・
97
％
程
度
の
賃

上
げ
要
求
が
、
労
働
者
の
要

求
に
合
致
し
て
い
る
内
容
な

の
か
と
疑
問
を
呈
す
る
べ
き

で
あ
る
し
、
そ
の
要
求
で
は

満
額
回
答
で
も
物
価
上
昇
に

よ
る
家
計
負
担
増
に
到
底
及

ば
な
い
と
冷
静
に
指
摘
す
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
経
済
学
者

も
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
10
年

で
日
本
は
ど
の
よ
う
な
経
済

事
情
に
な
っ
た
の
か
、
経
済

回
復
の
一
番
の
近
道
は
労
働

者
の
所
得
を
引
き
上
げ
る
こ

と
だ
と
、
な
ぜ
も
っ
と
多
く

の
学
者
が
指
摘
し
行
動
に
移

さ
な
い
の
か
全
く
理
解
で
き

な
い
。
日
本
の
大
企
業
の
労

働
分
配
率
は
第
2
次
安
倍
政

権
発
足
の
2
0
1
2
年
以
降

約
10
％
も
さ
が
り
、
内
部
留

保
は
史
上
最
高
額
を
更
新
し

続
け
て
い
る
。
自
民
党
の
前

財
務
大
臣
で
さ
え
、
内
部
留

保
課
税
に
言
及
す
る
ほ
ど
、

大
企
業
は
労
働
者
の
賃
上
げ

に
ま
っ
た
く
無
関
心
と
言
っ

て
も
良
い
で
は
な
い
か
。

私
た
ち
医
労
連
は
、
9
年

も
前
か
ら
、
月
額
平
均
4
万

円
以
上
の
大
幅
賃
上
げ
要
求

を
掲
げ
て
い
る
。
全
労
連
も

2
万
5
千
円
以
上
の
賃
上
げ

を
掲
げ
て
い
る
。
私
た
ち
の

要
求
は
、
今
や
疑
う
余
地
も

な
い
ほ
ど
、
ま
と
も
で
切
実

で
必
要
な
要
求
で
あ
る
こ
と

が
必
然
的
に
立
証
さ
れ
た
と

言
え
る
。

日
本
経
済
を
瀕
死
の
状
態

か
ら
救
済
す
る
道
は
、
賃
上

げ
に
よ
る
国
民
所
得
の
引
き

上
げ
で
あ
る
。
い
ま
の
政
府

が
、
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ

と
最
低
賃
金
の
底
上
げ
に
意

識
が
向
か
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
政
治
の
場
か
ら
退
場
し

て
も
ら
う
し
か
な
い
。
期
た

る
参
議
院
選
挙
で
は
、
「
労

働
者
の
大
幅
賃
上
げ
で
経
済

回
復
」
を
掲
げ
る
候
補
者
を

増
や
し
、
四
半
世
紀
も
賃
下

げ
が
続
い
た
異
常
な
政
治
と

大
企
業
の
横
暴
を
変
え
さ
せ

よ
う
で
は
な
い
か
。森

田

進

日
本
医
労
連

退
勤
時
間
調
査

日
本
医
労
連

退
勤
時
間
調
査

不
払
い「
額月
５
万
９
千
円
超
」

日
本
医
労
連
は
２
０
２
１
年
秋
、
長
時
間
労
働
の
是
正
・
不

払
い
残
業
の
根
絶
を
目
的
に
全
国
一
斉
退
勤
時
間
調
査
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
１０
月
を
集
中
月
間
と
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
蔓
延
す
る
中
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

「正義」は大幅賃上げにある

新人のみなさん、医労連共済で備えをしよう


